
町田都市計画道路３・３・３６
（町田市本町田～旭町三丁目）

令和３年７月２日（金）

建設局道路建設部

資料４－３
令和３年度第１回
事業評価委員会



目 次

1. 事業概要 ・・・・・・・・・・・ １

2. 社会経済情勢等の変化 ・・・・・・・・・・・ 7

3. 事業の投資効果 ・・・・・・・・・・・ 9

4. 事業の進捗状況 ・・・・・・・・・・・ １4

5. 事業の進捗の見込み ・・・・・・・・・・・ １7

6. コスト縮減等 ・・・・・・・・・・・ １8

7. 対応方針（原案） ・・・・・・・・・・・ １9



１．事業概要

1

全 体 図

町田３・３・３６号線

〇町田市相原町

～町田市南町田四丁目

〇延長 約１８．１ｋｍ

今回評価区間

〇町田市本町田

～町田市旭町三丁目

〇延長８００ｍ

〇幅員２５ｍ

川崎街道

町田３・３・３６号線 Ｌ＝約１８．１ｋｍ

今回評価区間 Ｌ＝８００ｍ



１．事業概要
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凡 例
事業中
町田３・３・３６

完成・概成

町田市本町田～同市旭町三丁目
今回評価区間 Ｌ＝８００ｍ



１．事業概要

事業の概要

本区間の整備により、町田市中心部へのアクセスが向上すると
ともに、周辺道路の交通分散が図られる。また、歩道を整備し、電
線類の地中化することで、快適で安全な歩行空間が形成され、都
市景観の向上が図られる。

事業期間

平成１９年度～令和５年度
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１．事業概要

平面図
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横断図
標準横断図（一般部）

今回評価区間 Ｌ＝８００ｍ Ｗ＝２５ｍ

標準横断図（橋梁部）

橋梁区間



１．事業概要
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① ② ③

今回評価区間 Ｌ＝８００ｍ Ｗ＝２５ｍ

① ②
③

起点側（木曽団地側） 事業区間中間部付近 起点側（町田街道側）

橋梁区間



１．事業概要

経 緯

年 度 計画等

昭和３６年１０月５日 都市計画決定

平成１９年９月６日 事業認可取得

令和６年３月３１日 事業認可期間
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２．社会経済情勢等の変化

社会経済情勢の変化

本路線周辺の平成２７年度の現況交通量は、平成２２年度と比
較して、横ばいとなっている。

現況自動車交通量【町田街道】（道路交通センサスによる）

平成２２年度：１３，５１６台/12ｈ、平成２７年度：１２，６８９台/12ｈ
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交通センサス
観測地点

凡 例
事業中
町田３・３・３６

完成・概成



２．社会経済情勢等の変化

関連する他事業等の進捗状況の変化

８

1

2

3

4

5
東京都
施行

地区 着手 用地 工事

①
町田３・３・３６
（常盤町）

R元年度 ０％ 未実施

②
町田３・３・８
（薬師池Ⅰ期）

H２５年度 ４７％ 実施中

③
町田３・３・８
（薬師池Ⅱ期）

H２８年度 ２８％ 実施中

④
町田３・３・８
（本町田Ⅰ期）

H元年度 ９９％ 実施中

⑤
町田３・３・８
（本町田Ⅱ期）

H１７年度 ９９％ 実施中

凡 例
事業中
町田３・３・３６

完成・概成



３．事業の投資効果

定量的効果

現在価値化総便益 ２０７．７億円

走行時間短縮便益 １９１．７億円

走行経費減少便益 １５．８億円

交通事故減少便益 ０．２億円

【便益（Ｂ）の算定】

現在価値化総費用額 １２６．７億円

工事費 ４８．７億円

用地費 ７３．０億円

維持管理費 ５．０億円

【費用（Ｃ）の算定】

【費用便益比（Ｂ／Ｃ）の算定】

Ｂ／Ｃ ＝ １．６

※費用便益分析マニュアル（国土交通省 平成30年2月）に基づき分析
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３．事業の投資効果

定性的効果

＜交通＞
・交通渋滞の解消
・物資流動円滑化への寄与
・バスの定時性
・迂回交通の減少

＜くらし＞
・公共施設へのアクセス向上

＜景観＞
・都市景観の向上
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＜防災＞
・緊急車両の走行
・延焼遮断
・災害時の避難路の確保

＜安全＞
・交通事故の減少
・バリアフリー化
・自転車や歩行者のための
空間確保



３．事業の投資効果

定性的効果

11

町田街道を利用する交通の分散により渋滞緩和が図られる。

＜交通＞ ・交通渋滞の解消 ・バスの定時性

① ②

現況（木曽中原交差点） 現況（町田市民病院東交差点）



３．事業の投資効果

定性的効果
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町田市地域防災計画に基づき、本町田小学校、町田第三中学校は避難施設（避難
所）に指定、町田市民病院は災害拠点連携病院に指定されているため、災害時の避
難路が確保される。

緊急車両の走行が可能となるため、町田消防署から町田駅方面の中心市街地への到
達時間の短縮が期待される。

＜防災＞ ・災害時の避難路の確保
・緊急車両の走行

町田第三中学校 町田市民病院

町田消防署

今回評価区間

本町田小学校

至 相原町

至 町田駅



３．事業の投資効果

定性的効果
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電線共同溝の整備や歩道の整備を行うことにより、都市景観の向上や歩行者の
ための空間創出が見込まれる。

＜景観＞ ・都市景観の向上
＜安全＞ ・自転車や歩行者のための空間確保

完成イメージ

町田３・３・３６（木曽・山崎団地）：幅員２５ｍ

起点側（木曽団地側）



４．事業の進捗状況

事業費の執行状況

用 地 費 工 事 費 合 計

全体事業費 ５,２３５百万円 ４,３９５百万円 ９,６３０百万円

執 行 済 額 ５,２２８百万円 ２,８２１百万円 ８,０４９百万円

執 行 率 ９９．９％ ６４．２％ ８３．６％

用地取得状況

取得予定面積
（Ａ）

既取得面積
（Ｂ）

用地取得率
（Ｂ／Ａ）

１９，４１０㎡ １９，３７４㎡ ９９．８％
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（Ｒ２年度末時点）



４．事業の進捗状況

一定期間を要した背景等

・多くの地権者から事業への協力を円滑に得られたが、一部権利
者については合意を得るにあたり時間を要している。
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事業の進捗状況・残事業の内容

・未取得用地の早期更地化を目指し、折衝や収用手続きを進めて
いる。

・現在、橋梁工事及び擁壁工事、電線共同溝設置工事を行ってい
る。

・引き続き、橋梁工事を進めるとともに、街路築造工事、電線共同
溝設置工事などを進めていく。



４．事業の進捗状況
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① ② ③

今回評価区間 Ｌ＝８００ｍ Ｗ＝２５ｍ

① ②
③

凡 例
工事箇所

電線共同溝工事 橋梁工事 擁壁工事

電線共同溝設置工事箇所 橋梁工事箇所 擁壁工事箇所



５．事業の進捗の見込み

今後の事業の進捗見込み

収用手続き中の画地においては必要な事務手続きを円滑に行
う等、残り数件となる未取得箇所について、各画地毎に必要な事
務・折衝を進めていき、工事工程に支障が生じないよう努める。

今後、残る橋梁工事、街路築造工事、電線共同溝設置工事を
進める。

17現況（事業区間橋梁部付近）



６．コスト縮減等

新工法、事業手法、施設規模等の見直しの可能性

・橋梁及び擁壁については、コスト比較を行った上、経済的なもの
を採用しており、契約・施工中であるため、新工法、事業手法、施
設規模等を見直す可能性はない。

・その他については、一般的な街路築造工事であるため、施工に
あたって新工法の採用等による新たなコスト縮減の可能性は極め
て少ない。

コスト縮減の取組

・施工にあたっては、建設発生土の再利用や再生材の使用を行っ
ていく。
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７．対応方針（原案）

• 本事業区間の整備により、町田市中心部へのアクセス
が向上するとともに、周辺道路の交通分散が図られる。
また、歩道を整備し、電線類を地中化することで、快適
で安全な歩行空間が形成され、都市景観の向上が図ら
れるなど十分な効果が期待できる。

• 中止の場合は、事業効果を発現できないだけでなく、こ
れまでの投資に見合った整備効果も得られなくなる。
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